








要約:ヒトの微小変化型ネフローゼの動物モデルとして puromycin aminonucleoside(PAN)

をラットに投与して作製するPAN ネフローゼの発症機序を検索した。プリン代謝の過程で

産生される活性酸素を adenosine deaminase(ADA)阻害薬で間接的に低下させるとネフロー

ゼの発症が予防されると同時に発症後にも治療効果を示した。又この疾患の発症がラット

とサルに限定されることは,両動物種の糸球体における ADA 活性が高いことで説明できる。 


